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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
第
13
回
通
常
総
会
が
、
６
月
11

日
、
明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
、
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
、
役
員
選
任
等

の
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
、
小
林
会
長
が
退
任
し
た
。
ま
た
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
と
予
算
等
が
報
告
さ

れ
た
。

斎
藤
新
会
長
は
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
の
冒

頭
で
、「
小
林
会
長
の
後
任
と
し
て
、
東
京

法
人
会
連
合
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
人
会
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
会
長
に
は
、
会
長
と
し
て
８
年
間
、
法
人
会
の
発
展
に
多
大
な
る

ご
尽
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
引
き
続
き
、
法

人
会
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
新
会
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

小
林
前
会
長
は
、「
８
年
間
、
皆
様
と
共

に
、
様
々
な
課
題
に
向
き
合
い
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国
青
年
の
集
い

福
井
大
会
で
、
東
京
の
青
年
部
会
が
各
部
門

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
、
法
人
会
の
未
来
に
大
き
な
希
望
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
未
曾
有

の
事
態
を
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
た
こ
と
は
、
生
涯
忘
れ

え
ぬ
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
た
な
体
制
の
も
と
、
東
法
連
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
贈
呈
式
後
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
で
は
、
小
林
栄

三
会
長
の
後
任
に
、
斎
藤
保
副
会
長
（
株

式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
特
別
顧
問
・
江
東
西
法
人

会
理
事
）
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
で

は
、
小
林
会
長
へ
８
年
間
に
わ
た
る
会
長

職
の
功
績
を
称
え
、
斎
藤
新
会
長
か
ら
感

謝
状
と
記
念
品
が
、
水
野
珠
貴
東
法
連
女

連
協
相
談
役
（
麹
町
法
人
会
常
任
理
事
）

か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

法
人
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

全
力
を
尽
く
し
た
い

新
た
な
体
制
の
も
と
、

東
法
連
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
す
る

新
会
長
に
斎
藤
保
氏
を
選
任

臨
時
理
事
会

令
和
６
年
度
事
業
報
告・決
算
を
承
認

第
13
回
通
常
総
会

斎
藤 

保
　
新
会
長

小
林 

栄
三
　
前
会
長

斎藤保 新会長

小林栄三 前会長

小林栄三前会長に
水野珠貴女連協相談役から花束を贈呈



2025年（令和7年）7・8月号 （2）

法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

総
会
で
報
告
さ
れ
た
令
和
７
年
度
事

業
計
画
に
お
け
る
活
動
の
基
本
方
針
は

次
の
と
お
り
。

活
動
の
基
本
方
針

全
法
連
が
制
定
し
た
法
人
会
の
理
念

の
下
、法
人
会
は「
法
人
自
治
」及
び「
自

己
責
任
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
活
動
の

更
な
る
充
実
に
努
め
る
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人

会
の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活

動
に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、
行
政
と
連

携
し
た
公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に
努

め
る
と
と
も
に
、
組
織
基
盤
の
安
定
の

た
め
会
員
増
強
と
福
利
厚
生
制
度
の
推

進
に
一
層
力
を
注
ぎ
、
諸
施
策
に
取
り

組
む
。

感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
式
を
挙
行

星
屋
国
税
局
長
ら
来
賓
多
数

感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
式
は
、
星

屋
和
彦
東
京
国
税
局
長
は
じ
め
多
く
の

来
賓
が
出
席
の
中
挙
行
さ
れ
、
功
績
の

あ
っ
た
個
人
、
単
位
会
に
小
林
会
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
各
納
税
表
彰
受

彰
者
に
対
し
て
、
小
林
会
長
か
ら
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

式
の
途
中
で
は
小
池
百
合
子
東
京
都

知
事
が
駆
け
付
け
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

贈
呈
後
、
小
林
会
長
は
受
彰
者
に
対
し

て
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
続
い
て
、

星
屋
局
長
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

納
税
表
彰
及
び
税
務
功
労
表
彰
を

受
彰
さ
れ
た
皆
様
方
の
、
長
年
の
ご

功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
税
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
広
報
活

動
や
租
税
教
育
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に

お
け
る
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
」
で
の

税
に
関
す
る
体
験
学
習
や
、「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
な

ど
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
啓
発
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と

に
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。

国
税
当
局
で
は
現
在
、「
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
」「
課
税
・
徴
収

の
効
率
化
・
高
度
化
」「
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
を
３
つ
の
柱
と

し
て
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
特

に
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
業
務
の

正
確
性
や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
法
人
会

の
皆
様
と
も
連
携
し
、
社
会
全
体
の

Ｄ
Ｘ
推
進
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
の
確
定
申
告
で
は
、

ｅ

─

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た
確
定
申
告

書
等
の
提
出
件
数
が
前
年
を
上
回
り

ま
し
た
。
法
人
会
の
皆
様
の
ご
協
力

に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
国
税
局
で
進
め
て
い
る
、
内

部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
の
周
知
な
ど
、

法
人
会
の
皆
様
と
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
協
調
関
係
の

更
な
る
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画・活
動
の
基
本
方
針

法
人
会
と
の
協
調
関
係
の

更
な
る
充
実
を

星 

屋 

和 

彦 

東
京
国
税
局
長

【
星
屋
和
彦
東
京
国
税
局
長
祝
辞（
要
旨
）】

星屋和彦
東京国税局長

令和７年度事業計画を
報告する通常総会

感謝状および記念品贈呈式で
祝辞を述べる小池百合子東京都知事

東京国税局・東京都ら来賓の方々



2025年（令和7年）7・8月号（3）

法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

東
法
連
は
６
月
６

日
、
第
１
回
税
制
税

務
委
員
会
（
青
栁
晴

久
委
員
長
・
四
谷
法

人
会
会
長
）
を
開
催

し
、
東
法
連
令
和
８
年
度
税
制
改
正
要
望
案

を
承
認
し
た
。

法
人
税
で
は
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
を
求

め
つ
つ
、「
賃
金
引
上
げ
や
雇
用
維
持
に
悪

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
中
小
企
業
へ
の
課
税

ベ
ー
ス
の
拡
大
は
行
な
う
べ
き
で
は
な
い
」

と
し
て
お
り
、
中
小
企
業
軽
減
税
率
に
つ
い

て
も
「
引
き
続
き
本
則
化
す
る
こ
と
を
求
め

る
」
と
し
た
。
イ
ン
フ

レ
下
の
経
済
環
境
を
受

け
、
適
用
所
得
金
額
や

免
税
点
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
要
望
を
反
映
し

て
い
る
ほ
か
、
税
制
と

関
連
す
る
社
会
保
障
に

関
す
る
要
望
に
つ
い
て

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

全
法
連
で
は
７
月
25

令和７・８年度東法連役員

日
に
、
第
１
回
税
制

委
員
会
（
飯
野
光
彦

委
員
長
・
東
法
連
副

会
長
・
北
沢
法
人
会

会
長
）
を
開
催
予
定

で
、
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
の
作
成
に
向
け
た
作
業
が
本
格
化
し
て

く
る
。
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
県
連

要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
８
月
下
旬
の
起
草

検
討
会
、
９
月
４
日
の
税
制
委
員
会
を
経

て
、
９
月
26
日
の
全
法
連
理
事
会
で
「
令

和
８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
が

正
式
決
定
す
る
。

公
益
財
団
法
人
東
法
連
特
定
退
職
金
共

済
会
で
は
６
月
９
日
、
第
27
回
定
時
評
議

員
会
を
開
催
し
、令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
る
と

と
も
に
、
小
林
栄
三
理
事
長
退
任
に
と
も

な
う
理
事
選
任
が
行
わ
れ
、
斎
藤
保
理
事

の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。

続
く
６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
48
回

理
事
会
で
は
、
互
選
に
よ
り
新
理
事
長
に

斎
藤
保
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

東
法
連
の
令
和
８
年
度
税
制
改
正
要
望
ま
と
ま
る

会　　長 斎藤　保 （江東西）　

専務理事 槇原耕太郎

副 会 長 藤井　隆太（神　田）健康経営委員会担当
竹ノ上藏造 （　芝　）組織委員会担当
佐藤　一也（上　野）厚生共益事業委員会担当
飯野　光彦（北　沢）企画担当
長島　祐司（渋　谷）女性部会担当

髙野吉太郎（新　宿）税制税務委員会担当
髙橋　利充 （練馬西）総務委員会担当
鈴木　康之（王　子）公益事業委員会担当
髙橋　則子（向　島）青年部会担当
飯島　康裕（日　野）広報委員会担当

（敬称略・法人会名順）

理　　事 川村　真志（麹　町）
三田　芳裕（日本橋）
松﨑　宗仁（京　橋）
山田　伸一（四　谷）
後藤　浩 （麻　布）
藤田　哲朗（小石川）
仲田　和人（本　郷）
髙岡　修一（浅　草）
大越　達夫（品　川）
勝山　宏則（荏　原）
志村　政彦（大　森）
醍醐　正明（雪　谷）
大塚　恭弘（蒲　田）
山﨑　充 （世田谷）

松浦　政幸（玉　川）
神山　昭 （目　黒）
横山　浩之（中　野）
渡邊　安雄（杉　並）
柴田　豊幸（荻　窪）
森田　稔 （板　橋）
菊池　雄一（練馬東）
池田　憲治（豊　島）
鈴木　久 （荒　川）
鈴木又右衞門（足　立）
横瀬　幸弘（西新井）
大石　恭寿（本　所）
山本榮之進（葛　飾）

髙橋　桂治（江戸川北）
山岡　秀俊（江戸川南）
笹本　英之（江東西）
岡本　隆一（江東東）
菊池　一夫（青　梅）
清宮　仁 （八王子）
志水　哲也（町　田）
原田　洋示（立　川）
高橋　博文（東村山）
清水　宏益（武蔵野）
芟花　忠彦（武蔵府中）
小林　滋之（青連協・杉並）
岡田　和泉（女連協・武蔵野）

監　　事 森川　伸也（大　森） 柴野　直樹（中　野） 渡邉　定義（税理士）

税
と
社
会
保
障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

関
心
高
ま
る

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会

新
理
事
長
に
斎
藤
保
氏
を
選
任

令
和
６
年
度

事
業
報
告・収
支
決
算
を
承
認

税
制
税
務
委
員
会

あいさつする
青柳晴久委員長

税制改正要望案を承認する税制税務委員会



2025年（令和7年）7・8月号 （4）

法人会は「税に関する絵はがきコンクール」など様々な租税教育活動に取り組んでいます

※上記各数値は目標達成率

1 会員増強表彰

⒊	年間増加数率上位5単位会
第１位 江戸川南 5.37%
第２位 豊 島 5.12%
第３位 江戸川北 5.09%
第４位 麻 布 4.88%
第５位 北 沢 4.49%

⒋	会員増強月間の純増数上位3単位会
第１位 江戸川北 145.5 社
第２位 江戸川南 70.0 社
第３位 西 新 井 50.0 社

⒈	年間純増数上位10単位会
	 （※基準達成は4単位会）
第１位 武蔵府中 36.0 社
第２位 豊 島 25.0 社
第３位 江戸川北 14.0 社
第４位 足 立 5.5 社

⒉	年間増加数上位5単位会
第１位 江戸川北 244.0 社
第２位 豊 島 155.5 社
第３位 西 新 井 150.0 社
第４位 板 橋 138.5 社
第５位 武蔵府中 120.0 社

⒌	会員増強月間の増加率上位3単位会
第１位 江戸川南 3.76%
第２位 江戸川北 3.06%
第３位 豊 島 1.54%

⒍	会員紹介制度において、
	 紹介実績年間２０社以上の単位会
渋 谷 21 社
芝 20 社

（※上記基準において、正会員以外の個人は0.5としてカウント）

3 福利厚生制度推進表彰
⒈	経営者大型総合保障制度
	 ⑴	収入保険料目標達成上位6単位会

第１位 向 島 107.4%
第２位 江戸川南 106.5%
第３位 江戸川北 105.4%

第４位 江 東 西 105.3%
第５位 新 宿 104.5%
第６位 本 所 104.3%

	 ⑵	取扱企業数目標達成上位6単位会
第１位 武蔵府中 123.3%
第２位 豊 島 115.5%
第３位 北 沢 110.0%

第４位 江戸川北 109.0%
第５位 荒 川 107.6%
第６位 町 田 106.4%

	 ⑶	新規企業数目標達成上位6単位会
第１位 武蔵府中 275.0%
第２位 豊 島 227.7%
第３位 京 橋 226.6%

第４位 江戸川北 223.3%
第５位 麻 布 209.0%
第６位 雪 谷 183.3%

	 ⑵	新規加入法人数目標達成上位3単位会
第１位 武蔵府中 113.5% 第２位 江 東 西 112.0% 第３位 蒲 田 111.9%

⒉	ビジネスガード
	 ⑴	年間保険料目標達成上位3単位会

第１位 新 宿 114.6% 第２位 上 野 113.3% 第３位 本 郷 112.2%

⒊	がん・医療保険・WAYS等
	 ⑴	新契約年換算保険料目標達成上位3単位会

第１位 世 田 谷 509.7% 第２位 練 馬 西 252.0% 第３位 麹 町 215.8%

2 研修参加率向上表彰
⒈	顕著な成果をあげた上位5単位会
第１位 荻 窪 320.7%
第２位 練 馬 西 300.7%
第３位 麹 町 260.0%
第４位 麻 布 194.8%
第５位 四 谷 191.5%

⒉	研修参加率の向上を
	 長期間継続している単位会
練 馬 西
四 　 谷
板 　 橋
※表彰基準「研修参加率の対前年比増加を
３年間継続」

会員増強表彰（単位会）
江戸川北法人会　髙橋桂治会長

研修参加率向上表彰
荻窪法人会　柴田豊幸会長

福利厚生制度推進表彰
武蔵府中法人会　遠藤泰夫前会長


